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編集方針と報告範囲  

◎この環境報告書は、コスモ石油グループの２０００

　年度の環境保全活動についての報告です。 

◎対象期間は、２０００年４月１日～２００１年３月３１日

　を対象としておりますが、事例などに関しては

　一部２００１年度以降の内容も含んでいます。 

◎環境報告書の対象範囲は、コスモ石油グルー

　プです。 

◎環境会計及び環境負荷の対象範囲は、製油

　所などを中心とした範囲に限定しました。 

◎この報告書は、当社の活動を多面的にご判断

　いただけるよう「GRIガイドライン＊」を参考に、

　社会パフォーマンス、経済パフォーマンスに関

　する情報を盛り込み、全体を構成しました。た

　だし、環境保全活動の部分に関しては、網羅

　的な情報開示のために環境省の「環境報告

　書ガイドライン」を参考に作成しました。 

◎自社の環境保全活動はもとより、総合エネルギー

　企業を目指して、環境技術開発に取り組んで

　いることも当社の環境保全活動の特徴です。

　そのため当報告書では、当社の環境技術開

　発や新エネルギー事業などについても重点的

　に触れています。 

＊GRI（Global Reporting Initiative）ガイドラインは、環境報
告書を包含した持続可能性報告のガイドラインであり、環境側

面だけでなく、社会側面、経済側面を織り込んだものです。 
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